
 

 

 

 

 

「パラリンピックについて」 

                                   秋馬 信之 

 

100年ぶりに開催されたパリでのオリンピックは熱狂のうちに幕を閉じ、8月 28日（水）

から 9月 8日（日）までの 12日間「パリ 2024パラリンピック競技大会」が開催されまし

た。しかし、オリンピックに比べると社会的関心が低いのか、テレビや新聞等マスメディ

アを通じての情報発信が少ないように感じましたが、皆さんはどう思いましたか。私も正

直なところ、オリンピックのようにライブで映像を見ることは少なく、新聞やニュースの

スポーツコーナー等で選手の健闘ぶりを断片的に知るぐらいでした。 

さて、そのパラリンピックが終わり 2 週間が経ちました。改めて多様性を認め合う、共

生社会の一員としてパラリンピックへの理解を深める必要があると考え、その名前の由来

や歴史を調べるとともに、パラリンピックの意義について考えてみました。 

①パラリンピックの名前の由来・・・まず「パラ」について、「パラ」とはギリシャ語の前

置詞で「並んで立つ」という意味があり、「対等」という意味をもつそうです。またオリン

ピックと並行 (parallel)して開催されるという意味合いで、 parallel+olympic で

paralympic(パラリンピック)と呼ばれるようになったそうです。②パラリンピックの歴

史・・・1948年ナチスドイツからイギリスに亡命した医師であるグットマン博士が、ロン

ドン郊外の病院で、第二次世界大戦で脊髄を損傷した兵士たちによるアーチェリー競技会

を開いたことが起源と言われています。当初はリハビリの一環として競技をしていたそう

ですが、グットマン博士らの地道な努力により、回を重ねるごとに国際大会へと成長し注

目を集めるようになりました。グットマン博士は、車いす生活になった人たちを「失った

機能を数えるな、残った機能を最大限に生かせ」と励まし、生きる勇気と希望を与えたそ

うです。そして今回のパリパラリンピックにおいても、出場した選手は、グットマン博士

の言葉を全身全霊をかけて体現していました。③パラリンピックの意義について・・・出

場した選手たちは障がいを抱えています。しかし、新たな未来を創造していくために、選

手たちは自分の身体と向き合い、自身の残された機能を最大限に生かすために血の滲むよ

うな努力をしパラリンピックの舞台に立ちました。これは紛れもない事実です。選手の姿

を通じて感動だけでなく、障がいを含めた多様性を認め合い、障がい者と健常者が分け隔

てなく生きがいをもって生活できる社会の実現に寄与していくことが、パラリンピックの

意義ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

今年度のキーワード「対話・創造・挑戦・交流・表現」 

学校教育目標 

○自立  かんがえる子・じょうぶな子 

○創造  かんどうする子 

○共生 なかよくする子 

だ い の 風  
日高市立武蔵台小中学校 

令和６年９月２６日 第１０号 

９月１日（日）～令和 6年度 取り納め！ひだか郷土かるた大会～ 

９月１日（日）日高市文化体育館（ひだかアリーナ）において、取り納め！ひだか郷土かるた大会が行われ
ました。読み手の 7年生のＯ・ＡさんとＡ・Ｍさんの柔らかな声が響く中、真剣に札と向き合っていました。
【小学生の部】優勝 ＡＮＡ 6年生 Ｋ・Ａさん  5年生 Ｔ・Ａさん 5年生 Ｍ・Ｎさん 

【低学年の部】３位 ラビット 3年生 Ｏ・Ｋさん 3年生 Ｋ・Ｓさん 3年生 Ｍ・Ａさん 
【個人の部】 優勝 5年生 Ｓ・Ａさん   

 

 

 



                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹奏楽部 日高市音楽の集いに参加 ♬ 🎵 

ａ 

 
９月７日（土）ひだかアリーナにおいて、第２１回「日高市音

楽の集い」が開催されました。演奏した曲目は「ジブリメドレ

ー」と「ミックスナッツ」の2曲で、軽やかに前期課程の児童8

名を含む１９名で息のあった素晴らしい演奏を披露しました。 

 

 

 

第２回武蔵台小中学校大運動会 各団のリーダー紹介 

 
【赤組】 

団  長 9年 1組 Ａ・Ｙさん 
副 団 長 9年 1組 Ｉ・Ｓさん 
応援団長 9年 1組 Ｍ・Ｔさん 
応援団長 6年 1組 Ｕ・Ｒさん 

応援副団長 6年 1組 Ａ・Ｒさん 
応援副団長5年 2組 Ｈ・Ｓさん 

 

【青組】 
団  長 9年 1組 Ｎ・Ｋさん 
副 団 長 9年 1組 Ｓ・Ｓさん 
応援団長 9年 1組 Ｉ・Ｋさん 
応援団長 6年 1組 Ｏ・Ｋさん 

応援副団長 6年 1組 Ｈ・Ｙさん 
応援副団長5年1組 Ｋ・Ｍさん 

 

現在、子どもたちは、

10 月５日（土）に開催さ

れる「大運動会」に向け

練習に励んでいます。武

蔵台小中学校の特色を生

かした縦割り競技もあ

ります。保護者・地域の

皆様、是非、武蔵台小中学

校にお越しください。 

第 76回飯能・日高英語弁論大会 

 

 

９月１２日（木）飯能市富士見行政センターで飯能・日高英語弁論大会が開催されました。ゲストスピーカーとして 9年

1組のＯ・Ｍさん、弁論の部に８年１組のＹ・Ｍさん、Ｔ・Ｎさんが参加しました。3人は自分の想いや考えを流暢な英語

で披露し、日頃の英語学習の成果を堂々と発表していました。なお、Ｙ・Ｍさんは見事弁論の部で優勝し、１

０月８日に開催される県大会に出場します。おめでとうございます。 

<女子卓球部> ・団体戦 優勝 県大会出場 

・ダブルス優勝 県大会出場 Ａ・Ｗさん・Ｗ・Ｋさんペア 

・ダブルス準優勝 県大会出場Ａ・Ｍさん・Ｓ・S さんペア 

・シングルス優勝 県大会出場 Ｚ・Ｍさん  

・ ３位 Ｏ・Ｓさん    

<女子ソフトテニス部>・団体戦１回戦惜敗 

<女子バスケットボール部> ・１回戦惜敗 

<サッカー部> 準優勝 地区大会出場  

<陸上> Ｓ・Ｔさん・１００Ｍ １位  県大会出場 

<男子ソフトテニス部>・個人戦 準優勝 県大会出場 

Ｋ・Ｙさん・Ｋ・Ｋさんペア・団体戦1回戦惜敗 

 

 

新人体育大会入間西部予選会の結果 

〇Ｏ・Ｍさん Ｔｉｔe 「Ｈalf」  〇Ｔ・Ｎさん Ｔｉｔｌe  「Ｔｏ Ｃｈａｎｇe Ｍｙｓｅｌｆ」 

〇Ｙ・Ｍさん Ｔｉｔlｅ「Ｄａｒｅ to Dream - Challenge Ｙｏｕｒｓｅｌｆ」 

 

 

 

【科学展】〇金賞 １年１組 Ｙ・Ｔさん〇金賞 ２年１組 Ａ・Ｙさん 

〇金賞４年１組 Ｙ・Ｈさん 〇金賞 ６年１組 Ｙ・Tさん 

〇銀賞 ３年１組 D・Rさん 〇銀賞 ４年１組 I・Fさん  

〇銀賞 ５年２組 T・Sさん 

【読書感想文コンクール】 

〇最優秀賞（県展出品） ３年１組 M・Tさん 

〇最優秀賞（県展出品）２年１組 T・Aさん  

〇優良賞 ４年１組  A・Cさん  〇優秀賞 ２年１組 A・Yさん 

〇優良賞 ６年１組 U・Rさん  〇優良賞 ６年１組 S・Yさん 

 

市内科学展・読書感想文コンクール 

受賞した児童の皆さんおめでとうございます 

 

 

学校ホームペ
ージでは武蔵
台小中学校の
「今」を届けて
います。ご覧に
なってください。 


